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る場合には対象商品を死に筋商品と判断しその販売を   

中止するという方策を考える．但し，テスト期間中に   
m個の商品すべてを売り尽くした場合には，その時   

点でテスト販売を終了し正式販売に入ることとする一   

なお，正式販売においては，大きさ～（～＝1，2，…）の   

フェイスを用いて商品を販売し，その補充も行うこ   
ととする．  

このような方策の下での期待利益は  

AJ（r）＝  
（5）  

汀l－1   

－ βrpo（入ゴア）＋∑（宜α－βr＋むjT）釣（入jr）  

i＝1   

J＝1，2  

＋姜［（mα・抽（岬一驚恥呵，  
となる．但し  
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1．はじめに   

小売業において新製品が売れ筋商品であるか死に  

筋商品であるかを短期間で判断することは重要な課  

題である．このような問題に対し，著者の一人はテ  

スト販売政策を提案した［1ト一方，ハードウェアあ  

るいはソフトウェア製品に対する信頼性実証試験方  

法の一つに，ゼロ障害型のモデルがある【2剖・そこ  

では，予め定められた試験期間中に発生した障害回  

数が0のときのみ，対象製品を合格とする方法を提  
案しているが，設計変数が試験時間のみであること  

から，その設計が非常に容易であるという長所を有  

している．本研究においても，ゼロ障害型モデルと  

伺様の観点から，新製品のゼロセールステスト販売  

政策を提案する．   

2．仮定と定義   

本研究において新製品の需要は，パラメータ入J（ブ＝  

1，2）のポアソン過程に従うと仮定する・但し，J＝1，2  

は，それぞれ其のパラメータが売れ筋商品，死に筋  

商品のパラメータであることを意味する．   

また，新製品1個当りの粗利益をα，単位時間当た  

りのフェイス占有費用をβとすると  

（6：）  
bJ＝入Jα一拍，J＝1，2   

とする．   

本方策の下では，新製品が真に売れ筋商品であるに  

も拘わらず死に筋商品と判断するという誤りと，真  

に死に筋商品であるにも拘わらず売れ筋商品と判断  
するという誤りが起こる．以下では，これらの判断誤  

りをそれぞれタイプ1，2の誤りと呼ぶこととする・  

α一芸＞0  

α一芸＜0  

α一＝0  ．4．期待損失   

新製品が売れ筋商品であることが既知であれば，テ  

スト期間中の販売に拘わらず期間Tの正式販売を実  

施すべきである．このとき，期待利益は  

を成立させるようなパラメータ入をもつ商品をそれ  

ぞれ売れ筋商品，死に筋商品，基準商品と定義する．  

さらに，式（3）を満たすパラメータを入＝入0とする  

と，単位時間当たりのフェイス占有費用は  m－1  

β1（r）＝∑（豆α－βr＋わ1T）動い1r）  

i＝0  

（7）  

（4）  
β＝入0α   

＋   ［（mα＋む1T）釣（抑寺刷1r） ］  

で与えられる．   

3．方策   

本モデルにおいては，仕入個数m（m＝1，2，…）個  

の新製品に対して，r（＞0）期間のテスト販売を実施  

し，テスト期間中に対象商品が1つでも販売された場  

合にはそれを売れ筋商品と判断し，直ちにT（＞0）期  

間の正式販売を実施するが，期間中の需要量が0であ  

となる．よって，タイプ1の誤りを犯すことによる期  

待損失は  

Cl（r）… β1（r）一Al（r）  

＝ わ1Te一入1T’  

（8）   

となる．  
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表1：パラメータ設定と最適テスト期間  
Category  入1 入2  入0  α  P I r ql 
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Cosmetics A  

Cosmetics B  

Cosmetics C  

Cosmetics D  

Cosmetics E  

Shampooandrinse  

Soap  

1．95 0．42 1．00  

1．77 0．26 0．54  

3．29 0．65 1．50  

5．06 0．47 1．33  

1．90 0．30 0．94  

2．18 0．47 1．33  

2．16 0．46 1．14  

161161．00 1  

95  51．30 1  

123 184．50 1  

138 183．54 1  

121113．74 1  

100 133．00 1  

101115．14 1  

95 102．60 1  

4 0．54  

4 0．48  

4 0．57  

4 0．51  

4 0．48  

4 0．53  

4 0．52  

4 0．44  Pantyhose  2・00 0・281・08  

Tby  O．810．25 0．33 74 24・4214 0・39  

を得る．さらに，式（13）の右辺をdとおくと，  

わ2＝入2α－～入0α＜0  （16）  

であるから，bl＞0のときd＞0を得る．よって，最  

適テスト期間は以下のようになる．  

（a）bl≦0・  

このとき，q（r）＞0が成立する・従って，総  

期待損失q（r）はrに関して単調増加となり，  

最適テスト期間r＊→＋0となる．  

（b）わ1＞0・  

このとき，さらに以下の場合分けが必要となる．  

i）d≧1・  

この場合には，q（r）≧0が成立する・よ  

って，r＊→＋0となる．  

ii）0＜d＜1・  

このとき，q（r）の符号は負から正へ一度  

だけ変化する．従って，（完（r）を最小にす  

る有限のr＊が唯一存在する．   

6．．適用   

以上に述べたゼロセールステスト販売政策をコン  

ビニエンス・ストアにおける化粧品及び日用品等の  

9カテゴリーに適用する．表1に，設定パラメータ及  

びr＊の値を示す．   

なお，適用に関する詳細は発表時に述べさせて頂く．   
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一方，新製品が死に筋商品であることが既知の場  

合には，テスト期間中の新製品販売の有無に拘わら  

ず，テスト販売終了後，販売を中止することが望ま  

しい．この場合の期待利益は  

m－1  

β2（r）＝∑（豆α－βr）釣（入2r）  

i＝0  

＋姜トi刷一筈紬（入2r） ］  

（9）  

となる．よって，タイプ2の誤りを犯すことによる期  

待損失は  

C2（r）≡ β2（r）rA2（r）  

（：×〕   

＝ 

i＝1  

（10）  

となる．   

以上に求めた期待損失を用いると，本研究におけ  

る総期待損失は  

q（r）▲≡射Cl（r）＋q2C2（r）  （11）  

となる・但し，鮎一曾2（≧1一恥）はそれぞれ売れ筋商  

品，死に筋商品となる事前確率である．   

5．最適テスト期間   

式（11）のq（r）をrに関して微分すると   

q（r）＝－qlわ1T入1e一入1r－q2わT入2e一入2γ（12）  

を得る・ここで，わ1＞0のとき，Cいr）≧0は  

e 
－（入1一入2）r＜－  

（13）  

に等価である・式（13）の左辺をβ（r）とおくと，入1＞  

入2よりβ（r）はrに関して単調減少であり，また  

ヱ）（r）＝1，  
丁。  

（14）  

刀（r）＝0，  
T  

（15）  
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